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相澤中央執行委員長あいさつ 

「今、東労組内では（一部）ＯＢが現状認識や現職の苦悩を無視

して、党的立場から現職の闘いを批判し、組織化までしている。

この様な事態はＪＲ貨物労組において無縁であるが、私たちは党

派の介入を断じて許さない。私たちは東労組の職場で苦闘する現

職の仲間たちと連帯して介入を許さない。」 

代議員発言 

「東労組であやしい動きがあるとのことだが、東労組で

起こったことは貨物でも起こると言われている。貨物労

組においても不当介入を許さず、一丸となって強靭な組

織をつくっていこう。」 

税田書記長総括答弁 

「貨物労組の綱領にあるように一切党派からの介入は許さない。東労

組の（一部）ＯＢ会が講演会を開き、『革マル派に結集する決意を成

立させた一つの契機ともなった』と語っている人が、今の東労組を御

用組合と否定する講演を行っているようである。そのような組織破壊

を意図して組織に混乱を持ち込む輩とは断固闘う。」 


